
  

 

本校沿革の概要 

明治  ７年 ５月１７日  新里・岩原２ヶ村より成立，民家に新原舎として開校 
    ８年 ３月１６日  現位置に敷地を選定  その後，新里尋常小学校と改称 
   ２３年１０月２０日  新築校舎落成，仮校舎を閉じて現在地に移転 
   ２５年 ８月１１日  国本尋常小学西校と改称 
大正  ３年 ３月２３日  北分教場を廃止し，国本尋常小学西校と改称 
昭和  ５年１０月 ７日  校旗樹立式を挙行 
   １６年 ４月 １日  国本村西国民学校と改称 
   ２２年 ４月 １日  河内郡国本村立国本西小学校と改称 
   ２９年１１月 １日  宇都宮市立国本西小学校と改称（宇都宮市と合併） 
   ４０年 ５月 １日  国本西小鼓笛隊誕生 
   ４３年 ５月 ３日  学校経営優良校として県教委より表彰受賞 
   ５７年 ２月１８日  校地拡張，体育館竣工 
   ６２年 ８月 ３日  プール竣工（２５ｍ×１５ｍ） 
平成  ８年 ９月 ５日  新校舎落成 
    ８年１１月１６日  新校舎落成記念式典，落成祝賀会挙行 
   １２年１０月 ２日  郷土クラブ「宗円獅子舞」ＮＨＫテレビで放映 
   １３年１０月２０日  赤十字県連盟より青少年赤十字推進校として感謝状受賞 
   １４年 ２月１３日  宇都宮中央警察署等より交通安全優良校表彰受賞 
   １４年 ７月 ４日  宇都宮市河川愛護協会長表彰受賞 
   １４年 ８月２９日  皇太子・同妃殿下，ろまんちっく村での本校児童農業体験活動をご視察 
   １４年１０月 ４日  うつのみやジュニア芸術祭学校音楽祭に全校児童参加 
   １５年 ６月 ９日  学校だより「くらかけ」地域回覧開始 
   １５年１１月１４日  よい歯の優良学校コンクール入選受賞 
   １６年 ２月１２日  とちぎテレビで「宗円獅子舞」・「英語活動」を放映 
   １７年 ２月 ４日  栃木県健康推進学校優秀校受賞 
   １８年 ５月２７日  市制１１０周年記念式典参加（宗円獅子舞） 
   １８年 ９月 １日  学校給食視察（栃木県教育委員会）   
   １９年 ７月１１日  国本西小学校地域協議会設立  
   ２１年１１月 １日  宇都宮市伝統文化フェスティバル参加（宗円獅子舞） 
   ２２年 ４月 １日  かがやきルーム設置 
   ２５年 ４月２３日   子ども読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰受賞 
   ２６年 ５月２８日  創立１４０周年記念式典・記念行事挙行 

宇都宮市立国本西小学校 



   ２７年 １月 ６日  郷土クラブ，しもつけ２１フォーラムで宗円獅子舞を披露 
   ２７年１０月１８日  郷土クラブ，宇都宮城址まつりで宗円獅子舞を披露 
   ２８年 １月１９日  宇河地区理科研究展覧会「学校賞」受賞 
   ２８年 ２月２６日  ボランティア感謝の会を実施 
   ２９年 １月１７日  宇河地区理科研究展覧会「学校賞」受賞 
   ２９年 ３月 ４日  郷土クラブ，和の都宇都宮アートフェストで宗円獅子舞を披露 
   ３０年 １月１６日  宇河地区理科研究展覧会「学校賞」受賞 
   ３０年 ５月２９日  市長とのふれあいトーキング 
   ３０年 ８月３１日  １，２階児童用トイレ洋式化改修工事完了 
   ３０年１１月１３日  栃小教研宇都宮支部理科支部部会授業研究会 
令和  元年 ８月２３日  給食室トイレ・水道工事完了 
    ２年 ３月 5日  1人 1台端末導入 
    ３年 ５月２０日  「いちご一会とちぎ国体」応援看板作成協力 
    ４年 ６月１０日  体育館空調設備設置 
    ５年 ２月１０日  給食室空調機器設置 

 

地域の実態 

(1) 地域の概要 

宇都宮市の北西部に位置し，昭和２９年１１月１日に宇都宮市と合併した旧国本村大字新里の大部分

を占める。南西部の雲雀が鳥屋（364m），北西部の鞍掛山（492m），北部の半蔵山（502ｍ），北東部の男抱

山（344ｍ）の尾根続きの丘陵地となっており，山麓の傾斜地にはゴルフ場，県営射撃場の他，栗谷沢ダ

ムや養魚場・農業用水の溜池等が点在している。この丘陵地を水源として，姿川・豆田川・天野川等が南

部と東部の耕地を潤しているため，農作物も豊富で多様である。これらの耕地には，水稲の他に畑作とし

て茎を曲げる栽培法による「新里ねぎ」が古くから特産として栽培されている。 

本校の近くをほぼ南北に国道２９３号線が通っているため，観光バス・大型トラック・乗用車等の交通量

が年々増加している。また，県道２２号線（宇都宮・大沢線）の「くらかけトンネル」の開通に伴い，朝

夕の通勤車両が多くなっている。さらに，国道２９３号線沿いに，平成８年に開設された「ろまんちっく

村」があり，温泉や植物園・観光農園等が整備され，観光客が多数，訪れている。 

地域の歴史は古く，縄文時代の古墳を始め，中・近世の城郭跡や寺院・供養塔等が点在している。特に，

永保元年（１０８１年）宇都宮氏の始祖，藤原宗円が近江の日枝神社を勧進し建立したと伝えられる日枝

神社には，県指定文化財の折本大般若心経６００巻が所蔵されており，市無形文化財の「宗円獅子舞」が

毎年２回，お盆（８月１６日）と８月最終日曜日に奉納されている。 

 

(2) 保護者の状況 

北東部の新里団地周辺を除いては，大部分が山麓の農村地帯であり，農村特有の連帯感と素朴さが 

残っている。家族構成は，３世代の児童が多い。 

地域住民の母校愛が広く受け継がれ，学校教育に対して非常に協力的である。奉仕作業を始めＰＴ 

Ａ諸活動も保護者が一体となり，家庭的な雰囲気の中で行われている。 

 

 



年度 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2 3 4 5

児童数 72 67 67 69 65 68 64 62 63 64 67 71 63
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学級数・児童数 

 

 

 

 

 

 

本校児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 1 2 3 4 5 6 計 

学級数 1 1 1 1 1 1 6 

男 2 6 6 5 6 3 28 

女 3 9 8 5 6 4 35 

計 5 15 14 10 12 7 63 


